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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 117,352 △9.1 5,581 △8.3 4,326 △7.8 9,193 177.6
23年3月期第2四半期 129,117 △17.2 6,089 13.6 4,691 7.6 3,311 △14.5

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 9,122百万円 （188.2％） 23年3月期第2四半期 3,164百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 20.80 10.80
23年3月期第2四半期 7.49 3.89

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 301,152 105,013 34.9
23年3月期 319,085 96,723 30.3
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  105,013百万円 23年3月期  96,723百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況については、「種類株
式の配当の状況」をご覧ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00
24年3月期（予想） ― 2.00 2.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 296,000 0.2 21,400 57.4 18,400 70.7 20,500 110.2 44.52



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、今後の様々な要
因により実際の業績が予想値と異なる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項は、【添付資料】P.7「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
当社は、平成23年11月９日に機関投資家およびアナリスト向けの第２四半期決算説明会を開催する予定です。当日使用する第２四半期決算説明資料について
は、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 445,337,738 株 23年3月期 445,337,738 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 3,376,669 株 23年3月期 3,388,518 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 441,952,260 株 23年3月期2Q 441,969,027 株



種類株式の配当の状況 

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

 

（第１種優先株式） 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭 

23年３月期 ─ ─ ─ 9.328 9.328 

24年３月期 ─ ─    

24年３月期(予想)   ─ 8.88 8.88 

 
（第２種優先株式） 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭 

23年３月期 ─ ─ ─ 9.328 9.328 

24年３月期 ─ ─    

24年３月期(予想)   ─ 8.88 8.88 

 

（第４種優先株式） 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭 

23年３月期 ─ ─ ─ 8.00 8.00 

24年３月期 ─ ─    

24年３月期(予想)   ─ 8.00 8.00 

 

（第７種優先株式） 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭 

23年３月期 ─ ─ ─ 10.00 10.00 

24年３月期 ─ ─    

24年３月期(予想)   ─ 10.00 10.00 

 

（第８種優先株式） 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭 

23年３月期 ─ ─ ─ 10.00 10.00 

24年３月期 ─ ─    

24年３月期(予想)   ─ 10.00 10.00 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 

① 業績全般 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による厳しい状況が継続しま

したが、生産や輸出、個人消費に持ち直しの動きがみられました。先行きについては、その持ち直し基

調の継続が期待されるものの、原子力災害の影響や円高の長期化、欧米の債務問題などによる世界経済

の下振れリスク等により、不透明な状況となっております。 

このような経済環境のもと当社グループにおきましては、震災の影響を勘案し当期の業績予想を平成

23年５月11日に公表いたしました。しかし、不動産開発事業の主力であるマンション販売における一部

の物件において引渡しが前倒しで実施できるようになるなど、その後のサプライチェーンの回復などに

より震災の影響が想定より軽微であったため、平成23年９月２日に業績予想の修正を行いました。 

業績は修正公表を上回って推移し、営業収入は1,173億52百万円（前年同期比117億65百万円減）、営

業利益は55億81百万円（前年同期比5億8百万円減）、経常利益は43億26百万円（前年同期比3億65百万

円減）となりました。また、繰延税金資産の計上などにより四半期純利益は91億93百万円（前年同期比

58億81百万円増）となりました。 

 

② セグメント別の概況 

 

[セグメント別業績]   
（単位：百万円）

前第２四半期 当第２四半期 増 減 
区 分 

営業収入 営業利益 営業収入 営業利益 営業収入 営業利益 

不動産開発事業 68,399 2,274 54,968 2,489 △13,431 215 

不動産管理事業 49,893 3,712 52,590 3,801 2,696 88 

不動産流通事業 9,773 566 9,106 89 △666 △476 

その他 2,099 194 1,664 179 △434 △14 

調整額（消去又は全社） △1,048 △658 △978 △978 70 △320 

合 計 129,117 6,089 117,352 5,581 △11,765 △508 
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（不動産開発事業） 

マンション市場におきましては、震災の影響による販売活動の自粛などが見られましたが、底堅い需

要に加え、低金利や住宅優遇政策等の後押しにより、契約率は堅調に推移しました。しかし、新設住宅

着工戸数が増加し、今後の供給戸数への影響が想定される中で、未契約完成商品の増加抑制のために価

格競争が顕在化する懸念もあります。そのため、事業運営においては、特に供給エリアの需給バランス

に注視する必要があります。 

業績につきましては、主力のマンション販売において物件の竣工および引渡戸数を前年同期に比べて

少なく予定していたことから、売上戸数は1,387戸（前年同期比447戸減）、売上高は509億75百万円

（前年同期比141億4百万円減）となった結果、不動産開発事業の営業収入は549億68百万円（前年同期

比134億31百万円減）となりました。営業利益は、販売費及び一般管理費の圧縮などにより、24億89百

万円（前年同期比2億15百万円増）となりました。 

なお、当第２四半期連結会計期間末におけるマンション既契約残高は3,058戸、1,236億42百万円（前

年同期末比380戸増、同193億37百万円増）となりました。 

 

営業収入内訳 
  

（単位：百万円） 

区 分 前第２四半期 当第２四半期 増 減 

不動産販売 66,994 53,974 △13,019 

その他 1,405 994 △411 

合 計 68,399 54,968 △13,431 

 

不動産販売の状況 
  

（単位：百万円） 

前第２四半期 当第２四半期 増 減 

区 分 
戸数または 
面積 

金額 
戸数または 
面積 

金額 
戸数または 
面積 

金額 

マンション 2,702戸 99,598 1,642戸 63,074 △1,060戸 △36,524 

その他 
－戸 

9,416㎡ 
1,355 

1戸 
9,235㎡ 

3,078 
1戸 

△180㎡ 
1,722 契約実績 

合計 
2,702戸 
9,416㎡ 

100,953 
1,643戸 
9,235㎡ 

66,152 
△1,059戸 
△180㎡ 

△34,801 

マンション 1,834戸 65,080 1,387戸 50,975 △447戸 △14,104 

その他 
－戸 

10,607㎡ 
1,914 

－戸 
9,235㎡ 

2,999 
－戸 

△1,371㎡ 
1,084 売上実績 

合計 
1,834戸 
10,607㎡ 

66,994 
1,387戸 
9,235㎡ 

53,974 
△447戸 
△1,371㎡ 

△13,019 

マンション 2,678戸 104,304 3,058戸 123,642 380戸 19,337 

その他 
－戸 
－㎡ 

－ 
1戸 
－㎡ 

79 
1戸 
－㎡ 

79 契約残高 

合計 
2,678戸 
－㎡ 

104,304 
3,059戸 
－㎡ 

123,721 
381戸 
－㎡ 

19,416 

（注）１ 「戸数または面積」のうち㎡表示は土地の面積であります。 

２ 契約残高は四半期連結会計期間末の残高であります。 

 

㈱大京（8840）平成24年3月期 第2四半期決算短信

－ 3 －



 

（不動産管理事業） 

マンション管理受託戸数が前年同期に比べて増加したことに加えビル管理が堅調に推移したことなど

により、管理受託収入は319億76百万円（前年同期比7億2百万円増）となりました。また、マンション

の大規模修繕工事が増加したほか、震災の影響に伴う工事の遅延が一部解消されたことおよび小規模な

修繕工事が増加したことなどにより、請負工事収入は187億12百万円（前年同期比20億60百万円増）と

なりました。 

これらの結果、不動産管理事業の営業収入は525億90百万円（前年同期比26億96百万円増）、営業利

益は38億1百万円（前年同期比88百万円増）となりました。 

なお、当第２四半期連結会計期間末における請負工事受注残高は165億78百万円（前年同期末比24億

21百万円増）となりました。 

 

営業収入内訳 
  

（単位：百万円） 

区 分 前第２四半期 当第２四半期 増 減 

管理受託 31,273 31,976 702 

請負工事 16,651 18,712 2,060 

その他 1,967 1,901 △66 

合 計 49,893 52,590 2,696 

 

マンション管理受託戸数 
 

 

区 分 前第２四半期末 当第２四半期末 増 減 

マンション管理受託戸数 396,816戸 400,988戸 4,172戸 

 

請負工事の状況 
 

（単位：百万円） 

区 分 前第２四半期末 当第２四半期末 増 減 

受注残高 14,157 16,578 2,421 
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（不動産流通事業） 

不動産流通市場におきましては、震災の影響により首都圏の中古マンション成約件数における前年同

月比割れの状況が継続するなど、お客さまのマインドの回復は見られず、厳しい事業環境のまま推移し

ました。 

業績につきましては、厳しい市況が要因となり、仲介取扱件数は2,437件（前年同期比465件減）、売

買仲介収入は33億86百万円（前年同期比4億6百万円減）となりました。また、買取販売収入は31億65百

万円（前年同期比2億44百万円減）、賃貸管理等収入は23億7百万円（前年同期比9百万円減）とそれぞ

れ減収となりました。これらの結果、不動産流通事業の営業収入は91億6百万円（前年同期比6億66百万

円減）、営業利益は89百万円（前年同期比4億76百万円減）となりました。 

 

営業収入内訳 
  

（単位：百万円） 

区 分 前第２四半期 当第２四半期 増 減 

売買仲介 3,793 3,386 △406 

買取販売 3,410 3,165 △244 

賃貸管理等 2,317 2,307 △9 

その他 252 246 △5 

合 計 9,773 9,106 △666 

 

売買仲介取扱実績 
 

（単位：百万円） 

区 分 前第２四半期 当第２四半期 増 減 

取扱件数 2,902件 2,437件 △465件 

取扱高 114,256 76,439 △37,816 

 

買取販売の状況 
  

（単位：百万円） 

前第２四半期 当第２四半期 増 減 

区 分 
戸数または 
面積 

金額 
戸数または 
面積 

金額 
戸数または 
面積 

金額 

マンション 179戸 3,061 134戸 2,387 △45戸 △674 

その他 164㎡ 348 4,462㎡ 778 4,298㎡ 429 売上実績 

合計 
179戸 
164㎡ 

3,410 
134戸 
4,462㎡ 

3,165 
△45戸 
4,298㎡ 

△244 

（注）「戸数または面積」のうち㎡表示は土地の面積であります。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 

資産、負債及び純資産の状況 

  
（単位：百万円）

 
前期末 当第２四半期末 増 減 

資産合計 319,085 301,152 △17,932 

負債合計 222,362 196,139 △26,222 

 うち有利子負債 140,304 130,092 △10,212 

純資産合計 96,723 105,013 8,290 

 うち自己資本 96,723 105,013 8,290 

 自己資本比率 30.3％ 34.9％ 4.6p 

 

当第２四半期連結会計期間末における「総資産」は、前連結会計年度末に比べ179億32百万円減少

し、3,011億52百万円となりました。これは、現金及び預金が仕入債務の決済等により110億67百万円、

たな卸不動産が99億79百万円それぞれ減少したことなどによるものであります。 

「負債」につきましては、前連結会計年度末に比べ262億22百万円減少し、1,961億39百万円となりま

した。これは支払手形及び買掛金が136億60百万円、有利子負債が102億12百万円それぞれ減少したこと

などによるものであります。 

「純資産」につきましては、前連結会計年度末に比べ82億90百万円増加し、1,050億13百万円となり

ました。これは優先株式に係る配当金8億34百万円の支払いを行った一方、四半期純利益の計上によ

り、利益剰余金が83億55百万円増加したことなどによるものであります。また、自己資本比率は34.9％

（前連結会計年度末比4.6ポイント増）となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 

通期の業績予想につきましては、平成23年５月11日付で公表いたしました予想数値を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日（平成23年11月１日）公表の「平成24年３月期第２四半期連結累計期間

の業績予想値と実績値との差異および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

通期（平成23年４月１日～平成24年３月31日）の業績予想は以下のとおりであります。 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 270,000 13,500 10,000 11,500 24円16銭 

今回修正予想（Ｂ） 296,000 21,400 18,400 20,500 44円52銭 

増減額 （Ｂ－Ａ） 26,000 7,900 8,400 9,000 － 

増減率   （％） 9.6 58.5 84.0 78.3 － 

 前期実績 295,374 13,597 10,779 9,752 20円18銭 

 
セグメント別の業績予想は以下のとおりであります。 

 （単位：百万円）

前回発表予想 今回修正予想 増 減 

区 分 
営業収入 営業利益 営業収入 営業利益 営業収入 営業利益 

不動産開発事業 140,000 6,900 166,000 14,600 26,000 7,700 

不動産管理事業 104,000 7,200 104,000 7,200 － － 

不動産流通事業 24,000 1,500 24,000 1,500 － － 

その他 4,000 200 4,000 200 － － 

調整額（消去又は全社） △2,000 △2,300 △2,000 △2,100 － 200 

合 計 270,000 13,500 296,000 21,400 26,000 7,900 

 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、今後の

様々な要因により実際の業績が予想値と異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 

平成22年６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第４号 平成22年６月30日）および「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告

第９号 平成22年６月30日）を適用しております。 

これにより、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算出にあたり、優先株式の転換価格が期

中に修正された場合には、その修正を反映して普通株式増加数を算定する方法に変更しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間においては、優先株式の転換価格の修正は行われていないため、こ

れによる影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表
(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 92,548 81,481

受取手形及び売掛金 10,305 9,119

有価証券 30 50

販売用不動産 27,752 15,425

仕掛販売用不動産 108,700 120,553

開発用不動産 32,163 22,658

その他のたな卸資産 1,562 1,259

繰延税金資産 4,394 9,997

その他 8,574 7,517

貸倒引当金 △73 △40

流動資産合計 285,958 268,022

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,558 5,673

減価償却累計額 △3,290 △3,251

建物及び構築物（純額） 2,268 2,422

土地 9,338 9,338

その他 2,103 2,130

減価償却累計額 △1,669 △1,649

その他（純額） 434 480

有形固定資産合計 12,041 12,241

無形固定資産

のれん 11,993 11,579

その他 1,261 1,567

無形固定資産合計 13,255 13,147

投資その他の資産

投資有価証券 1,594 1,418

繰延税金資産 372 398

その他 6,299 6,353

貸倒引当金 △437 △428

投資その他の資産合計 7,829 7,742

固定資産合計 33,126 33,130

資産合計 319,085 301,152
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 38,845 25,184

短期借入金 40,411 47,991

コマーシャル・ペーパー 4,000 4,500

1年内償還予定の社債 13,000 18,000

未払法人税等 742 899

前受金 16,762 15,992

賞与引当金 1,364 1,395

その他 13,930 11,937

流動負債合計 129,057 125,901

固定負債

社債 10,000 5,000

長期借入金 72,786 54,489

退職給付引当金 3,617 3,830

役員退職慰労引当金 222 213

その他 6,679 6,705

固定負債合計 93,304 70,238

負債合計 222,362 196,139

純資産の部

株主資本

資本金 41,171 41,171

資本剰余金 38,098 38,098

利益剰余金 18,631 26,986

自己株式 △1,315 △1,309

株主資本合計 96,586 104,947

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 171 99

為替換算調整勘定 △34 △33

その他の包括利益累計額合計 136 66

純資産合計 96,723 105,013

負債純資産合計 319,085 301,152
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

営業収入 129,117 117,352

営業原価 110,513 100,431

売上総利益 18,604 16,920

販売費及び一般管理費 12,514 11,339

営業利益 6,089 5,581

営業外収益

受取利息 19 18

受取配当金 21 13

違約金収入 80 50

ローン事務手数料 83 59

その他 151 240

営業外収益合計 357 382

営業外費用

支払利息 1,336 1,256

その他 419 380

営業外費用合計 1,755 1,637

経常利益 4,691 4,326

特別利益

固定資産売却益 32 2

投資有価証券売却益 102 －

特別利益合計 134 2

特別損失

固定資産除却損 8 58

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 234 －

その他 9 1

特別損失合計 251 60

税金等調整前四半期純利益 4,574 4,269

法人税、住民税及び事業税 554 672

法人税等調整額 708 △5,596

法人税等合計 1,262 △4,923

少数株主損益調整前四半期純利益 3,311 9,193

四半期純利益 3,311 9,193
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,311 9,193

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △144 △72

為替換算調整勘定 △2 1

その他の包括利益合計 △146 △70

四半期包括利益 3,164 9,122

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,164 9,122

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）セグメント情報等 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年９月30日） 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 
不動産開発
事業 

不動産管理
事業 

不動産流通
事業 

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

売上高       

外部顧客への売上高 68,240 49,313 9,726 1,836 － 129,117 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

159 580 46 262 △1,048 － 

計 68,399 49,893 9,773 2,099 △1,048 129,117 

セグメント利益 2,274 3,712 566 194 △658 6,089 

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジニアリング事業を含んでお

ります。 

２ セグメント利益の調整額△658百万円には、セグメント間取引消去△74百万円および各報告セグメントに配分

していない全社費用△584百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年９月30日） 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 
不動産開発
事業 

不動産管理
事業 

不動産流通
事業 

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

売上高       

外部顧客への売上高 54,830 52,073 9,081 1,366 － 117,352 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

138 516 25 298 △978 － 

計 54,968 52,590 9,106 1,664 △978 117,352 

セグメント利益 2,489 3,801 89 179 △978 5,581 

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、立体駐車装置事業を含んでおりま

す。 

２ セグメント利益の調整額△978百万円には、セグメント間取引消去△80百万円および各報告セグメントに配分

していない全社費用△898百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。

㈱大京（8840）平成24年3月期 第2四半期決算短信

－ 13 －




